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　2012年12月25日及び、2013年1月22日に開催された第2回、第3回の公益財団法人・生協総合研究
所・アジア生協協力基金運営委員会（以下、運営委員会）において、2013年度のアジア生協協力基金
の助成活動および予算計画を協議し、その結果を生協総合研究所理事会に提案しました。2013年2月1
日に開催された理事会は、以下の内容で2013年度の事業計画を決定しました。なお、理事会では、次
年度の一般公募を円滑に行うためアジア生協協力基金の予算総枠のみ、第2回の理事会で論議するこ
とを決定しました。
　また、2013年4月18日に開催された2013年度第1回運営委員会は、2014年度の一般公募について、募
集要項の記述のあいまいな点3ヶ所を修正しました。応募要項は、2013年度第1回の理事会で決定され
ます。

　2013年度、アジア生協協力基金は、人材育成などを目的とする国際協力助成事業と一般公募助成事
業を行います。一般公募の募集のみならず、活動状況の広報にも力をいれていきます。

（1）2013年度アジア生協協力基金予算
　助成関連予算総額を1100万円とし、事業関連経費140万円を加えて1240万円を予算とします。

　事業関連経費140万円の内容は以下の通りです；
　　2012年度活動報告書の印刷費用60万円、
　　2013年度運営委員会会議費等運営費30万円（3回分）、
　　2013年度公募審査会旅費等20万円、
　　2012年度活動成果報告会交通費・交流会会費（2013年4月）、30万円
　　＊なお、事務管理費は、予算化せず、年間活動の実績にもとづき、決算時に引き落とします。
　　　ちなみに2012年度は1,718,530円でした。

（2）国際協力助成企画
　2012年12月14日に開催された第2回日本生協連・国際活動委員会において下記の表のような2013年
度の国際活動委員会企画（7企画、600万円）を決定し、生協総研理事会で承認されました。なお、こ
れには、全国大学生協連と医療福祉生協連による企画が入っています。

（3）一般公募助成企画
　2013年度の一般公募は、2012年10月1日から11月末日まで行われ、14組織から14企画の応募があり
ました。応募数は、2011年度は8組織、2012年度では12組織、2013年度は14組織とコンスタントに増
加しています。今年度は、初めての応募組織が増加しました。2013年度の公募は、生協総研や日本生
協連のホームページ等のほか、前年同様、NPO中間組織などの支援を得て、これらのホームページ等
での公募を行ないました。
　予算総額は、応募総数が増加していることもあり一般公募の助成額を100万円増額し500万円としま
した。
　運営委員会は、一般公募について、書類審査とプレゼンテーション審査を行い、次ページのように
9企画を2013年度の助成事業として選定、理事会で承認されました。

2012年度予算

国際協力助成企画

一般公募助成企画

事 業 関 連 経 費

合 計

700万円

400万円

120万円

1220万円

2012年度実績

4,671,902円

4,000,000円

　801,130円

9,473,032円

2013年度予算

600万円

500万円

140万円

1240万円

相　　手　　国 企　　画　　名 予　算　額

1
2
3
4
5

6

7

ア ジ ア

ア ジ ア

イ ン ド

シンガポール（開催国）

シンガポール（開催国）

韓 国（ 開 催 国 ）

韓 国

ICA-AP選抜生協マネジャー研修受入れ１

ICA-AP選抜生協マネジャー研修受入れ２

生活協同組合開発ワークショップへ講師派遣

ICA-AP生協委員会主催　生協経営ワークショップへの講師派遣

ICA-AP生協委員会主催　生協セミナーへの講師派遣

（全国大学生協連）ICAアジア太平洋地域大学キャンパス生協委
員会ソウルセミナー

（医療福祉生協連）日韓医学生交流

1,800,000
1,800,000
600,000
300,000
300,000

400,000

800,000

6,000,000合　　　計

計画決定の経緯1

2013年度アジア生協協力基金事業計画2

第3章  2013年度の活動計画
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　2012年12月14日に開催された第2回日本生協連・国際活動委員会において下記の表のような2013年
度の国際活動委員会企画（7企画、600万円）を決定し、生協総研理事会で承認されました。なお、こ
れには、全国大学生協連と医療福祉生協連による企画が入っています。

（3）一般公募助成企画
　2013年度の一般公募は、2012年10月1日から11月末日まで行われ、14組織から14企画の応募があり
ました。応募数は、2011年度は8組織、2012年度では12組織、2013年度は14組織とコンスタントに増
加しています。今年度は、初めての応募組織が増加しました。2013年度の公募は、生協総研や日本生
協連のホームページ等のほか、前年同様、NPO中間組織などの支援を得て、これらのホームページ等
での公募を行ないました。
　予算総額は、応募総数が増加していることもあり一般公募の助成額を100万円増額し500万円としま
した。
　運営委員会は、一般公募について、書類審査とプレゼンテーション審査を行い、次ページのように
9企画を2013年度の助成事業として選定、理事会で承認されました。

2012年度予算

国際協力助成企画

一般公募助成企画

事 業 関 連 経 費

合 計

700万円

400万円

120万円

1220万円

2012年度実績

4,671,902円

4,000,000円

　801,130円

9,473,032円

2013年度予算

600万円

500万円

140万円

1240万円

相　　手　　国 企　　画　　名 予　算　額

1
2
3
4
5

6

7

ア ジ ア

ア ジ ア

イ ン ド

シンガポール（開催国）

シンガポール（開催国）

韓 国（ 開 催 国 ）

韓 国

ICA-AP選抜生協マネジャー研修受入れ１

ICA-AP選抜生協マネジャー研修受入れ２

生活協同組合開発ワークショップへ講師派遣

ICA-AP生協委員会主催　生協経営ワークショップへの講師派遣

ICA-AP生協委員会主催　生協セミナーへの講師派遣

（全国大学生協連）ICAアジア太平洋地域大学キャンパス生協委
員会ソウルセミナー

（医療福祉生協連）日韓医学生交流

1,800,000
1,800,000
600,000
300,000
300,000

400,000

800,000

6,000,000合　　　計

計画決定の経緯1

2013年度アジア生協協力基金事業計画2

第3章  2013年度の活動計画
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　「2014年度の一般公募助成事業」は、アジア・太平洋地域における人々の協同事業の発展、およ
び、地域コミュニティの課題解決をはかるための協力先の人材育成などを行う日本国内組織に対し
て、2013年10月1日～11月30日まで公募します。公募の案内は、生協総研のホームページのほか、日
本生協連や協力いただけるNPO・NGO、中間支援組織のホームページなどでご案内いたします。助
成先の決定は、2013年12月の運営委員会による書類審査、2014年1月開催の書類審査通過組織を対象
としたプレゼンテーション審査を経て2月の生協総研理事会で決定します。

助成組織 助成事業 助成額 実施国

1

2

3

4

5

6

7

8

9

500,000

500,000 

750,000 

550,000 

600,000

500,000

500,000 

500,000 

600,000 

5,000,000

学校法人附置研究所・
駒澤大学仏教経済研究所

特定非営利活動法人・
観照ボランティア協会

特定非営利活動法人・
地球の友と歩む会（LIFE)

平和と自立のためのパート
ナーシップ（PEPUP)

特定非営利活動法人
Seed to Table
～ひと・しぜん・くらしつながる～

特定非営利活動法人・
ASACカンボジアに学校を
贈る会（ASAC)

特定非営利法人・地球の木
（認定NPO法人）

特定非営利活動法人シェア
（国際保健協力市民の会）

特定非営利活動法人・アジ
ア日本相互交流センター
（ＩＣＡＮ）（認定ＮＰＯ法人）

フィリピン・マニラ

フィリピン・ナカル

インド・タミルナンドゥ州カ
ンビリアンパティ村周辺

フィリピン・セブ

ベトナム・ベンチェ省ビン
ダイ郡フーロン村、チョ
ウフン村、ロンホア村等

カンボジア　コンポン
チャム州バティエイ郡

ネパール・マンガルター
ル村/カルパチョーク村

タイ・ウボンラーチャタ
ーニー県ケマラート郡

フィリピ・ケソン市パタ
ヤスク地区

フィリピン・ブラカン地方へ移住するスラム居住
炭焼き生産者の協同組合設立プロジェクト

フィリピン・ナカルにおける協同組合組織確立
のためのセミナーと組織のモデルケースの視察

ミシン縫製技能研修と服飾販売促進のための
組合づくりのための人材育成

持続的地域給食活動のための新しい
フェアトレード・モデルの協同模索

有機農産物生産者グループの設立と市場への
アクセス改善による貧困世帯の生計改善事業

識字教育及び識字教師の育成

「しあわせ分かち合いムーブメント」～高校を
拠点とした村人主体の生活向上プログラム～

タイ・ラオス国境地域におけるＨＩＶ/ＡＩＤＳ予防
啓発及びケアプロジェクト運営能力向上および
組織運営のための人材育成研修

フィリピン最大のごみ処分場における女性フェア
トレード生産者団体強化プロジェクト

計

●2013年度一般公募　助成対象組織一覧 




